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1.6 資料の活用

現代はとても多くのデータが世界中を駆け巡っている。データはそのまま見ていても意味はな

いので、いくつかの特徴で整理したり、データを集めて計算や処理を施して全体的な傾向を探るな

どして、なんとか役に立つものになる。学生であれば、一番身近なデータはテストの点かもしれな

い。個人名は伏せてデータの羅列を見た場合、データの量が多いと何が何やらわからなくなってし

まう。よく用いられるのは平均値で、計算しておくと全体の傾向がつかめる。

いまではデータ処理は表計算ソフトを利用すれば、簡単に統計処理ができてグラフの作成までし

てくれる。しかし表計算ソフトでも、少し複雑な処理をしたいときはプログラムを書く必要があ

る。そのときは統計に関する知識が欠かせない。確率や統計の学習を Swiftと一緒にやるのも悪く

ないだろう。とは言うものの、Swiftでデータを処理する際に

let a = 45

let b = 70

let c = 66

let d = 60

let e = 75

print("平均は \(Float(a+b+c+d+e)/5) 点")

のようなプログラムを書いたのでは、データ量が数十程度でお手上げである。なぜならデータが

50個あれば変数も 50個必要だからだ。変数名には数字も使えるので d1, d2, . . . , d50というよう

にしてもかまわないのだが、この方法も同様にまずい。a, b, c, . . .と比べて文字の枯渇が心配ない

だけで、本質は何も変わっちゃいないのだ。

たくさんのデータを処理するときは配列の考えを使うとよい。いまの例なら

[Data.playground]

1 import UIKit

2

3 var data = [45, 70, 66, 60, 75]

4 var sum = 0

5 for d in data {

6 sum = sum + d

7 }

8 print("データ数は \(data.count) 個、//__[続けて 1行で書く]

平均は \(Float(sum)/Float(data.count)) 点")

などとするのがスマートでよい。

まず、変数 dataを配列として初期化する。[.., .., ..]という書式で代入すると配列と認識

してくれる。ひとつの変数に複数の値が代入されている感覚だろうか。
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平均点を出すには合計点とデータ数が必要となる。合計点は初めに変数 sumを 0に初期化した

上で、順次データ値を加えていけばよい。繰り返し処理をする書式は

for データ変数 in 配列名 { 各データに対する処理 }

であり、for d in dataと書けば、配列 dataの先頭から順に配列の要素を取り出して dに格納し

ていく。これは for n in 0...4と違って、要素数を知らなくてもよいので便利だ。理由はデー

タ数が data.countで取得できるから、データ数を気にすることはないのである。

あまり勧めないが、従前並みの for文の書き方だとこんな風だろうか。

var data = [45, 70, 66, 60, 75]

var sum = 0

for n in 0...(data.count-1) {

sum = sum + data[n]

}

print("データ数は \(data.count) 個、//__

平均は \(Float(sum)/Float(data.count)) 点")

これでも同じ結果になる。ただ、データ数が 5個なら 0から 4までと数えないといけない。配

列の要素が data[0] = 45, data[1] = 70, data[2] = 66, . . .と格納されているためだ。これは、

いわゆる 1 違いエラーを誘発しやすい。せっかく data.count でデータ数を取得しているのに

0...(data.count-1)にしなければならないのも癪（しゃく）であるが、前節で指摘したことを

思い出せば 0..<data.countでよいことに気づくかもしれない。そして、このことが範囲指定に

m..<nがあって m<..nがない理由でもある。

また、for d in dataは dに直接 45, 70, . . .を格納するため sum = sum + dと書ける。一方、

for i in 0...4は iが単に序数であるため、データの値を加えるためには sum = sum + data[i]

と書く必要がある。配列のデータを直接管理するか、データを番号で管理するかの差は大きい。

データ数が.countで取得できるおかげで、データ数を管理する必要がないのは大きな利点であ

る。データの追加・削除に関して言えば、たとえばデータの追加は

var data = [45, 70, 66, 60, 75, 100, 100]

のように、単に元のデータを変更するだけで済む。データ数が何個に変更されたかを調べる必要は

ないので、コードを変更しなくてよいから大変効率的である。

プログラムの中でデータを追加・削除したくなったらどうするのだろう。一旦初期化したあとで

var data = [45, 70, 66, 60, 75]

data += [100, 100]



tmt’s math page 3

のように書けば、配列の最後に 100, 100が追加される。data += [100, 100]という書き方は

data = data + [100, 100]を省略したもので、便利なので多用されている。たとえば while文

などで、n = n + 1は n += 1と書くことはよく行われる。

また、配列の末尾に 1個の要素 100を追加するときは += [100] でもよいし、.append(100)の

ようにしてもよい。いま、dataに対する操作として data.countと data.append()を見た。細か

いことで恐縮だが、同じような書き方をしていても.countはプロパティ、.append()はメソッド

の違いがある。簡単に言うと、プロバティは dataの属性を取得するもの、メソッドは dataに対

して何らかの処理を行うもの、であるが配列に限らずいろいろなところに顔を出す。

属性というのは、ものに備わっている様々な性質である。いまの dataを例にとると、データ数

（.count）が 5であるとか、最初のデータ（.first）が 45であるとか、データがあるか（.isEmpty）

とか、. . .、他にこれでもか！ というぐらいの属性を持っている。プロパティはそういう情報を得

る命令だ。処理というのは、データを追加する（.append()）とか、並べ替えをする（.sorted()）

とか、. . .、これまた星の数ほどの処理をこなせる。メソッドはそういう処理を行う命令だ。具体

的にどんなものがあるかは各自で調べてもらうしかない。

さて、データから平均値を計算した場合、データの様子がひとつに凝縮される点は良いものの、

分布の傾向はつかめない。当然、グラフにすればわかりやすいのだが、ヒストグラムを描くにはそ

れなりのプログラム量になってしまう。しかし、工夫次第で playgroundの Debug Areaの中でグ

ラフを描くことはできるものだ。たとえば次は一例である。

[Data2.playground]

1 import UIKit

2

3 var data = [1,4,1,5,9,2,6,5,3,5,8,9,7,9,3,2,3,8,4,6, //__

2,6,4,3,3,8,3,2,7,9,5,0,2,8,8,4,1,9,7,1,6,9,3,9,9,3,7,5,1,0]

4 var nums = [0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0]

5 for n in data {

6 nums[n] = nums[n] + 1

7 }

8 for i in 0...9 {

9 var bar = String(i) + "|"

10 for _ in 1...nums[i] {

11 bar = bar + "*"

12 }

13 print(bar)

14 }

15 print("データ数: \(data.count)")

このプログラムを実行すると棒̇グ̇ラ̇フ̇も̇ど̇き̇が現れるだろう。何の棒グラフかといえば、円周率
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の小数点以下 50桁までに現れる数字の分布である。var dataに与えたのが円周率の小数点以下

50桁分の数字の列、numsに与えた配列は円周率に現れる数字の個数を記録するためのものである。

処理は次のように行われる。

5行目の for n in dataで配列 dataから順に配列の要素、すなわち 1個の数字 nを取り出す。

すると取り出した数字 nに対応する nums[n]—n + 1番目の要素—に 1が加算される。具体的に

は、nが 5のときは nums[5]に 1が加算される。すなわち 1カウント増えたわけだ。

8行目からの for文では範囲を i in 0...9で指定している。数字 0から 9がいくつカウントさ

れたかを順に表示したいからだ。順に print("\(n)| \(nums[n])")として出力すればカウント

数が表示されるが、それでは面白味に欠けるので * を積み重ねるようにして出力したのだ。出力

の体裁としては、初めに “数字|”の文字列を出力するための変数 barを宣言・初期化し、nums[n]

に記録された分だけ * を barに付け足している。* の個数だけ繰り返して、その個数自体は利用

しないので 10行目の for文には変数が不要となった。このようなときは、for _ と書けば使われ

ない変数を宣言しなくて済む。

具体的に、for n in 0...9 {}ブロックが最初に処理する n = 0の場合を示そう。n = 0だか

ら barには文字列 “0|”が格納される。次の for _ inに変数はないので単に 1回目から nums[0]

回目まで bar = bar + "*"を繰り返す。この場合、nums[0]には 0のカウント数として 2と記録

されているはずだから、* が 2個つながることになる。以下の説明を見てもらえばよいだろう。

nums = [2, 5, 5, 8, ...]が格納されていて、

for i ← 0 のとき

for _ in 1...nums[i] は for _ in 1...nums[0] のことで

for _ in 1...2 { bar = bar + "*" } の繰り返しとなる。

for i ← 1 のとき

for _ in 1...nums[i] は for _ in 1...nums[1] のことで

for _ in 1...5 { bar = bar + "*" } の繰り返しとなる。

ex. 1 繰り返し処理は while文を用いてもできる。練習として、* を表示する部分を while

文で書き換えてみよう。また、for i in 0...9を for i in numsに変えて同じような処理が

できるだろうか。考えてみよう。

さて、データ全体の傾向を知る最も一般的なものが平均値であることは確かだろう。でも、統

計の観点ではいろいろな考え方の平均が存在する。私たちが使う平均とは算術平均のことである。

要するに、全部足してデータ数で割る、だ。しかし、“平均的”という言葉に算術平均はそぐわな

いことが多い。たとえば家族の平均人数が 3.5人と言えば、たしかに（家族の構成人数の総和）÷（
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家族数）= 3.5かもしれないが、3.5人が住んでいる家はありはしない。そのような場合は、いちば

ん多く存在している家族の構成人数を答えるだろう。実際に調べたわけではないのでなんとも言え

ないが、おそらく 2人とか 3人とかであろう。このようにいちばん多く頻出するものを平均と考え

ることは自然なことだと思われる。これは最頻値（またはモード）と呼ばれる。最頻値は先の円周

率に現れる数字の頻度を数えたように、プログラムを書けば比較的簡単に調べられる。ちなみに、

円周率の 50桁目までに現れる数字の最頻値は 3と 9のふたつで、いずれも 8回である。

また、データが偏っていると算術平均では全体の傾向が実情と合わないことが起こる。たとえば

釣り船に 10人が乗って一人平均 4匹釣ったと言っても、

人物 A B C D E F G H I J

釣果 12 10 9 3 3 2 1 0 0 0

のような結果なら、7人は算術平均に満たず最頻値は 0ということになって、いずれも全体の傾向

を表す数値としては適切でないように感じる。

この場合は中央値（またはメジアン）を考えたほうが少しはマシかもしれない。中央値はその名

のとおり、ちょうど真ん中の順位の値を取ってくる。10人のちょうど真ん中は 5.5番目ということ

なので、このようなときは 5番目と 6番目の平均を取ることにすると、中央値は (3 + 2)/2 = 2.5

（匹）だ。平均値としてどれが優れているかということではない。状況に応じて使い分けることが

大事なのである。

では、プログラムで中央値を探すのはどうすればよいだろうか。先の円周率の数字を例に試し

てみよう。一昔前ならそれなりのアルゴリズムを用いてプログラムを書いたものだが、Swiftでは

もっと簡単にできる。メソッドを利用しよう。

[Sort.playground]

1 var sData = data.sorted()

2 while sData.count > 2 {

3 sData.removeFirst()

4 sData.removeLast()

5 }

6 if sData.count == 2 {

7 print("\(Float(sData[0]+sData[1])/2)")

8 } else {

9 print("\(sData[0])")

10 }

初めに dataはソートしておく。それが 1行目だ。中央値はデータ数が偶数と奇数のときでは処

理が異なるので工夫が必要だ。ここではデータを使い捨てるつもりでプログラムを書いてみた。
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両端からデータを 1個ずつ同時に削除すれば、最後は 2個のデータが残るか 1個のデータが残る

かのどちらかである。そうなるまで繰り返しデータの削除をすればよいので、2–5行目のコードと

なる。

データは順番に並んでいたので、生き残ったデータは元のデータの真ん中にあったはずだ。つま

り、真ん中のデータが 2個か 1個残っていることになる。2個残りと 1個残りでは処理が異なるの

で、if文で処理をすれば中央値となる。

ex. 2 データを削除などせず、そのままにして中央値を探すプログラムを書いてみよう。


